
一
頁

国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
及
び
特
定
通
信
・
放
送
開
発
事
業
実
施
円
滑
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律

（
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
四
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
七
号

中
「
第
一
号
」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
号
」
に
、
「
前
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八

号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
成
果
の
普
及
と
し
て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い
う
。
）
に
関
す
る
演
習
そ
の

他
の
訓
練
を
行
う
こ
と
。

第
十
九
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



二
頁

（
中
長
期
目
標
等
に
関
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本
部
の
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
三
条

総
務
大
臣
は
、
通
則
法
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
長
期
目
標
（
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号

に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本
部
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

総
務
大
臣
は
、
通
則
法
第
三
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
中
長
期
計
画
（
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る

業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本
部
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
第
九
条
第
二
項
中
「
当
分
の
間
、
電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
平
成
三
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
六
条
」
を

「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
通
信
・
放
送
開
発
法
附
則
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
電

気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
平
成
三
年
法
律
第
二
十
七
号
。
以
下
「
電
気
通
信
基
盤
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
号

」
を
「
通
信
・
放
送
開
発
法
附
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
「
並
び
に
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号

」
を
削
り
、
「
（
電
気
通
信
基
盤
法
第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
限
り
、
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）
」
と
、

第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
」
と
、
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
同
じ
。
）
及
び
附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
電



三
頁

気
通
信
基
盤
法
第
六
条
第
一
号
」
を
「
同
じ
。
）
及
び
附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
通
信
・
放
送
開
発
法
附
則

第
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
業
務
及
び
附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
電
気
通
信
基
盤
法
第
六
条
第
一
号
」

を
「
業
務
及
び
附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
通
信
・
放
送
開
発
法
附
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
「

附
則
第
九
条
第
一
項
」
」
の
下
に
「
と
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
中
「
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
含
む

。
）
及
び
附
則
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
通
信
・
放
送
開
発
法
附
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
限

り
、
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）
」
」
を
加
え
る
。

（
特
定
通
信
・
放
送
開
発
事
業
実
施
円
滑
化
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
定
通
信
・
放
送
開
発
事
業
実
施
円
滑
化
法
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
実
施
指
針
等
の
特
例
）

第
四
条

平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第

二
項
各
号
並
び
に
第
五
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
二
項
中
「
及
び
地
域
通
信
・
放
送
開
発
事
業

」
と
あ
る
の
は
「
、
地
域
通
信
・
放
送
開
発
事
業
、
新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業
（
附
則
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定



四
頁

す
る
新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業
を
い
う
。
以
下
第
五
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用

事
業
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
を
い
う
。
以
下
同
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

と
、
第
三
条
第
一
項
中
「
及
び
地
域
通
信
・
放
送
開
発
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
、
地
域
通
信
・
放
送
開
発
事
業
、
新
技
術

開
発
施
設
供
用
事
業
及
び
地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
」
と
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
並
び
に
第
五
条

第
三
項
中
「
通
信
・
放
送
新
規
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
通
信
・
放
送
新
規
事
業
、
新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業
又
は
地
域

特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
」
と
す
る
。

（
機
構
に
よ
る
特
定
通
信
・
放
送
開
発
事
業
の
推
進
等
の
特
例
）

第
五
条

機
構
は
、
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
次
の
業
務
を

行
う
。

一

認
定
計
画
に
係
る
新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業
又
は
認
定
計
画
に
係
る
地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
の
実
施

に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
発
行
す
る
社
債
（
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
六
十
六
条
第
一
号
に

規
定
す
る
短
期
社
債
を
除
く
。
）
及
び
当
該
資
金
の
借
入
れ
に
係
る
債
務
の
保
証
を
行
う
こ
と
。

二

新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業
又
は
地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
助



五
頁

成
金
を
交
付
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

２

前
項
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
の
実
現
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
多
様
か
つ
多

数
の
物
が
接
続
さ
れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
物
か
ら
送
信
さ
れ
、
又
は
そ
れ
ら
の
物
に
送
信
さ
れ
る
大
量
の
情
報
の
円
滑
な

流
通
が
国
民
生
活
及
び
経
済
活
動
の
基
盤
と
な
る
社
会
の
実
現
を
い
う
。
）
に
資
す
る
新
た
な
電
気
通
信
技
術
の
開
発

又
は
そ
の
有
効
性
の
実
証
の
た
め
の
設
備
（
こ
れ
を
設
置
す
る
た
め
の
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
を
含
む
。
）
を
他
人
の

利
用
に
供
す
る
事
業
を
い
う
。

二

地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業

電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も

の
を
い
う
。
）
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
可
能
な
情
報
を
大
量
に
記
録
し
、
並
び
に
当
該
情
報
を
高
速
度
で
送
信
し
、

及
び
受
信
す
る
こ
と
が
可
能
な
電
気
通
信
回
線
に
接
続
さ
れ
る
電
気
通
信
設
備
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
電
気
通
信

設
備
の
う
ち
専
ら
当
該
電
気
通
信
設
備
の
設
置
を
目
的
と
す
る
施
設
に
設
置
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特



六
頁

定
電
気
通
信
設
備
」
と
い
う
。
）
を
他
人
の
利
用
に
供
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
特
定
電
気
通
信
設
備
の
特
定
の
地
域
へ

の
集
中
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
の
地
域
に
お
け
る
情
報
の
円
滑
な
流
通
を
確
保
す
る
た
め
に
特
定
電
気
通

信
設
備
の
設
置
を
誘
導
す
べ
き
地
域
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
地
域
に
特
定
電
気
通
信
設
備
を
設
置
し
て
行
う
も
の

を
い
う
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
第
六
条
第
二
項
中
「
通
信
・
放
送
新
規
事
業
」
と
あ
る

の
は
「
通
信
・
放
送
新
規
事
業
又
は
新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業
（
附
則
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
技
術
開

発
施
設
供
用
事
業
を
い
う
。
第
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
（
同
項
第
二
号

に
規
定
す
る
地
域
特
定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
を
い
う
。
同
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
前
項
第
三
号
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
第
三
号
又
は
附
則
第
五
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、
第
七
条
第
三
項
中
「
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
号
並

び
に
附
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
一
項
及
び
附
則
第
五
条
第
一
項
」
と
、
第

八
条
中
「
通
信
・
放
送
新
規
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
通
信
・
放
送
新
規
事
業
、
新
技
術
開
発
施
設
供
用
事
業
又
は
地
域
特

定
電
気
通
信
設
備
供
用
事
業
」
と
す
る
。

（
電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
の
廃
止
）



七
頁

第
三
条

電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
平
成
三
年
法
律
第
二
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
条
及
び
附
則
第
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

第
二
条

総
務
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

中
長
期
目
標
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
（
以
下
「
新
機
構
法
」
と
い

う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本

部
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
信
用
基
金
の
持
分
の
払
戻
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
三
条

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
以
外
の
出
資
者
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と



八
頁

い
う
。
）
に
対
し
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
新
機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
信
用
基
金
に
係
る
そ
の
持
分
の
払
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
新
機
構
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
持
分

に
係
る
出
資
額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
り
払
戻
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
機
構
は
、
そ
の
払
戻

し
を
し
た
金
額
に
よ
り
資
本
金
を
減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

（
電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

五
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
通
信

基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
三
年
改
正
前
電
気
通
信
基
盤
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
り
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
同
号
ロ
に
掲
げ
る
施
設
整
備
事
業
（
平
成
二
十
三
年
改
正
前
電
気
通
信
基

盤
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
施
設
整
備
事
業
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
同
号
の
助
成
金
の
交
付
の

業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
子
助
成
継
続
業
務
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。



九
頁

２

機
構
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
利
子
助
成
継
続
業
務
に
よ
り
助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
施
設
整
備
事
業
に
係
る
平
成
二

十
三
年
改
正
前
電
気
通
信
基
盤
法
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
の
変
更
の
認
定
及
び
取
消
し
並
び
に
報
告
の
徴
収

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

機
構
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
利
子
助
成
継
続
業
務
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
新
機
構
法
附
則
第
九
条
第
二
項
に

規
定
す
る
業
務
に
は
、
利
子
助
成
継
続
業
務
が
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
業
務
」
と
、
」
と
あ
る
の
は
、
「
業
務
（
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
及
び
特
定

通
信
・
放
送
開
発
事
業
実
施
円
滑
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
附
則
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
利
子
助
成
継
続
業
務
を
除
く
。
）
」
と
、
」
と
す
る
。

４

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
利
子
助
成
継
続
業
務
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
平
成
二
十
三
年
改
正
前
電
気
通
信

基
盤
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
補
助
金
を
高
度
電
気
通
信
施
設
整
備
促
進
基
金
と
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

高
度
電
気
通
信
施
設
整
備
促
進
基
金
は
、
利
子
助
成
継
続
業
務
に
必
要
な
経
費
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。



一
〇
頁

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
施

行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
三
十
四
号
及
び
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
三
十
九
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改

め
る
。

（
印
紙
税
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
文
書
名
の
欄
中
「
第
七
号
ま
で
（
業
務
の
範
囲
）
の
業
務
、
」
を
「
第
八
号
ま
で
（
業
務
の
範
囲
）
の
業
務

及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
平
成
三
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
六
条
第
一
号
（
機
構
に
よ



一
一
頁

る
施
設
整
備
事
業
の
推
進
）
の
業
務
」
を
削
る
。



一
二
頁

理

由

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
た
め
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
の
業
務
の
範
囲

に
、
そ
の
研
究
等
に
係
る
成
果
の
普
及
と
し
て
行
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
演
習
そ
の
他
の
訓
練
の
業
務
及
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
の
実
現
に
資
す
る
新
た
な
電
気
通
信
技
術
の
開
発
又
は
そ
の
有
効
性
の
実
証
の
た
め
の
設

備
を
他
人
の
利
用
に
供
す
る
事
業
等
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
等
の
業
務
を
追
加
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
電
気
通
信

基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
同
法
の
廃
止
期
限
の
到
来
に
伴
い
、
同
法
を
廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


